
　本計画では、森林整備保全事業を、生活環境や自然環境の重要な構成要素である森林について、
その多面的機能を維持増進することにより豊かな国民生活の実現に寄与する環境を創造する事業として、
計画的かつ総合的に推進します。

水源の涵養、山地災害防止／土壌保全、木材等生産、生物多様性保全などの各
機能の高度発揮を図るため、機能に応じた望ましい森林の姿に向けて、多様な森
林づくりを推進

森林の整備・保全や木材の生産・流通を効果的かつ効率的に実施するために不
可欠な路網については、環境負荷の低減に配慮しつつ、自然条件等の地域の特
性や導入する作業システムに応じて林道と森林作業道との適切な組合せによる
整備を推進

林業及び木材産業の成長発展や森林空間の活用による就業機会の創出、生活環
境の整備により、山村における定住を促進
豪雨災害等による林地の被害拡大を防ぐため、間伐や主伐後の再造林の確実な
実施とこれらの実施に必要な強靱で災害に強く代替路にもなる林道の開設・改
良や、道路等に近接する森林において、復旧に向けた被害木の処理や間伐等の
予防的な取組を推進


